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「やめなよ。」の一声で
宮城県　気仙沼市立松岩中学校　１年
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　「社会を明るくする」――僕は、その言葉を聞いても、正直どんな感じか分からなかった。「社会を明るくする運動」って、どんなことをすればよいのだろう……。僕の頭には、そんな思いがよぎっていた。
　僕は夏休みに入り、親が毎日仕事のため、家で一人で過ごすことが多くなった。朝、テレビをつけると、また、犯罪の報道が流れてくる。毎日、事件の報道が絶えないのが、今の社会では当たり前になってしまっている。そんな世の中は、やはりおかしいと思う。なぜ、毎日のように、犯罪のニュースを見るようになってしまっているのか。「仕方ない」や「当たり前」で済ませてはいけないと、僕は思う。そんなニュースの中には、僕と同じくらいの年齢の人が関わっているものも多い。今や、小中学生の年代も、重大な事件を引き起こす対象となってしまっているのだ。そんな社会を、放っておくわけにはいかない。しかし、今すぐ、僕がこの社会を「変える」ことはできない。一体、どうすればよいのだろうか……。
　僕は一年前、小学六年生の時、図工の時間に、何度か嫌な思いをしたことがある。僕が描いた絵が、急になくなってしまっていたのだ。しかも、それが二度もあった。完成間近だった僕の絵が、急になくなるなんて……。一時は学校内の大騒動となり、先生方、友達みんなで、校舎を探して回った。探してくれた先生方や友達にはとても感謝しているが、結局その絵は、見つかることはなかった。二度目の捜索を終えた先生が、僕にこう言った。「もし、またこんなことがあったら、今度は警察ものだからね。」
「……。」
僕はその時、黙りこんでしまった。自分が悪いわけではないのに、なぜか、ショックだったのだ。もしこれが、誰かが意図的にやっていたのなら……と思い、校内の騒動が、警察にも関わる事件になってしまうということが、同時に怖くもあった。「警察もの」という言葉の意味に、何とも言えないショックと恐怖を、僕は隠すことができなかった……。
　幸い、三度目の騒動は起こらず、「警察もの」にまではならずに済んだ。しかし、もし警察に伝わっていたら、どうなっていたことか。そう考えると、僕にはまたあの恐怖が蘇ってくる。きっと、「事件」として扱われていたのではないか。そして、もっと大きな騒動を、招いていたのではないか……。そう考えると、ニュースになるような大きな事件の始まりは、あの時のような小さな騒動なのではないかと、僕は思った。少しの油断や、小さな企みが火種となり、それに、「もう少しくらい大丈夫」、「あと一回くらいならなんとかなる」という、心の隙が火をつけ、その火がだんだん大きくなって、やがて大きな炎、つまり大事件を引き起こしてしまうのかもしれない。そうやって、罪を犯してしまう人も、大勢いるのではないだろうか。
　犯罪に走ってしまう人の心理は、僕には分からない。しかし、一つだけ、言えるとすれば、大きな罪のもとは、小さなゆがみや乱れにあるのではないかということだ。それがエスカレートし、「物を盗む」、「不正な商売をする」、そして、「人の命を奪う」といった行為として表れてしまうのではないか、と僕は考えた。もしも、少しの心の乱れがなかったら、少しの心のゆがみをおさえられたら、大きな罪を一生背負うことも、なかっただろう。何かを盗んでから、誰かを殺してから後悔するより、その前に、自分できちんと歯止めをかけることができたなら、人生を何倍も豊かに、生きることができるのにと、僕は、最近のニュースを見て思った。
　しかし、犯してしまった罪は元には戻せない。でも、いや、だからこそ、かつて犯罪をしてしまった人にはやるべきことがある。それは、「過去」の償いより、「未来」の歩みを進めることだ。過去に戻そうとするより、その先の未来に向かって、自分に歯止めをかける、強く固い意志を持って進んでいくことが大切だ。
「明るい社会」が、犯罪のない社会なら、「社会を明るくする」とは、そんな社会をつくることだと思う。中学生の僕には、すぐにこの世から犯罪を消すことは不可能だ。しかし、その小さな火種を消すことは、できるかもしれない。「やめなよ。」の一声で、大きないじめにつながるちょっとした悪口やけんかを止められるかもしれない。本当にちっぽけな一声だが、それがあるだけでいじめが消える。世界中の一人一人の「やめなよ。」があれば、世界中の犯罪の火種が消え、やがて、この世から犯罪そのものが消える日がくるかもしれない。そのために、僕はまず、「やめなよ。」が言える勇気を持とうと思う。これが僕のちっぽけな、「社会を明るくする運動」だ。
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